
Re start
　
4
月
21
日
㈭
、
小
田
原
お

堀
端
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

に
て
「
小
田
原
箱
根
商
工
会

議
所
青
年
部
　
令
和
4
年
度

　
通
常
総
会
」
が
厳
粛
な
雰

囲
気
の
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、
令
和
3

年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
監
査
報
告
、
令
和
４
年
度
の

事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
青
年
部
初
の
女
性
会
長
で
あ
る
牧
野
澄
世
君
に
よ
る
挨
拶

で
は
、
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
持
続
可
能
で
強
固
な
組
織
へ

向
か
っ
て
　『
Ｒ
ｅ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
』」
や
「
会
員
一
人
ひ
と
り
が

会
の
柱
と
な
れ
る
よ
う
、
会
員
相
互
で
研
鑽
し
な
が
ら
交
流
す

る
会
に
し
た
い
」
と
の
所
信
表
明
が
な
さ
れ
、
私
た
ち
会
員
一

同
も
「
会
員
で
あ
る
自
覚
を
持
ち
、
一
つ
ず
つ
や
れ
る
事
を
こ

な
し
て
い
く
こ
と
」
の
重
要
性
に
改
め
て
気
付
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
石
塚
直
前
会
長
の
事
業
報
告
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
こ
の
2
年
間
は
、
通
常
の
Y
E
G
活
動
が
行
え
な
か
っ
た
こ
と
、

直
面
し
た
困
難
、
だ
か
ら
こ
そ
工
夫
し
団
結
で
き
た
こ
と
な
ど
へ

の
想
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
・
縮
小
開
催
な
ど
、
担
当
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
に
ア
イ
デ

ア
を
出
し
て
例
会
を
開
催
し
た
こ
と
へ
の
労
い
の
言
葉
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
今
回
の
総
会
で
は
、
小
田
原
市
・
守
屋
輝
彦
市
長
、
箱
根
町
・

勝
俣
浩
行
町
長
、
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
・
鈴
木
悌
介
会
頭

を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。
女
性
活
躍
・
S
D
G
s
と
い
っ
た
話
題
に
も
触
れ
、

今
後
の
当
青
年
部
へ
の
強
い
ご
期
待
が
感
じ
ら
れ
る
ご
祝
辞
も

賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
Y
E
G
・
木
村
筆
頭
副
会
長
、
平

塚
Y
E
G
・
水
島
会
長
、
デ
ジ
タ
ル
大
臣
・
牧
島
か
れ
ん
氏

（
V
T
R
ご
祝
辞
）
な
ど
今
を
と
き
め
く
女
性
の
皆
様
か
ら
も
、

牧
野
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
冷
た
い
雨
が
降
る
中
、
多
く
の
会
員
が
総
会
へ
参
加

し
、
今
年
度
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

最終

商工小田原箱根チラシ同封サービス利用

月号5 ～持続可能で強固な組織へ向かって～
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Re start

令和4年度
会長

牧野 澄世

令和4年度

４月通常総会
開催報告

新入会員募集

令和4年度 通常総会

交流例会（田植え）

●自己研鑽の場が欲しい！
研修会や会員同士の交流、イベント事業運営などいろいろな
YEG活動が自身の成長や自企業の発展へとつながります！

小田原箱根商工会議所青年部（YEG）では、新しい仲間を募集中です！

●気心の知れた仲間を増やしたい！
仕事以外でも仲間を増やしたい！最近この地域に転勤された方など
も歓迎します♪

●地域のことをもっと知りたい！
地域を担う青年経済人が集うYEGなら多くの地元情報が知れます！

●地域に貢献したい！
小田原・箱根が大好き！地域のために活動したい！YEG活動を通じて
地域貢献をしませんか？

研修例会

商工小田原箱根チラシ同封サービス利用 令和4年5月号（4）

▲ご入会の
　詳細は
　こちらまで

小田原箱根YEGチャンネル チャンネル登録
よろしくお願いします♪ 小田原箱根YEG

［リスタート］

～持続可能で強固な組織へ向かって～Re 　start［リスタート］

◀詳しくは
こちらまで

ホームページリニューアルしました♪

小田原箱根YEGの活動を更新してます♪

詳
し
く
は

こ
ち
ら
ま
で
◀

会長挨拶
令和4年度
組織図

委員会紹介
令和4年度

年間スケジュール

4月通常総会
開催報告

You Tubeチャンネル
更新中！

祝・ホームページ
リニューアル♪

会長挨拶
令和4年度
組織図

委員会紹介
令和4年度

年間スケジュール

4月通常総会
開催報告

You Tubeチャンネル
更新中！

祝・ホームページ
リニューアル♪

日本YEG
木村 麻子筆頭副会長

議案審議

令和４年度会長
牧野 澄世君

直前会長
石塚 順一君

2022

小田原市長
守屋 輝彦氏

箱根町長
勝俣 浩行氏

小田原箱根商工会議所
鈴木 悌介会頭



最終

商工小田原箱根チラシ同封サービス利用（3）令和4年5月号 商工小田原箱根チラシ同封サービス利用 令和4年5月号（2）

　当委員会は4月通常総会、8月例会、
1月臨時総会、賀詞交歓会及び2月全国
大会を担当します。式典行事は美しく
執り行うことを目指し、8月の例会で
は青年部会員の繋がりを外へより広め
る例会を作ります。ご参加の程よろし
くお願いします。

総務・拡大委員会
島田 武典委員長

「
活
動
は
美
し
く
、の
び
の
び
と

　
　 

人
のつ
な
が
り
を
広
げ
よ
う
」

　当委員会は交流・広報活動を担当し
ます。会員が輪を広げ良い関係を築き、
より楽しく有意義な青年部活動になる
ように、広報紙は斬新的に、ＦＭおだ
わらはリスナー参加型、例会・事業は
Youtube チャンネルで配信しますの
で、皆様、是非ご注目下さい。

創造委員会
青山 恵美委員長

「
楽
し
く
て
創
造
が
ふ
く
ら
む

　
　 

創
造
が
形
に
な
るって
楽
し
い
」

　当委員会は「渉外という手法を用い
て各種調査・研究をして」、青年部は
じめ会員企業や地域の発展に寄与す
ることを目的とします。6、9、11 月例
会と10 月事業 ( 関東ブロック大会 )を
担いますので、ご参画よろしくお願いし
ます。

渉外・リサーチ委員会
鈴木 聖委員長

「
自
他
を
理
解
し

　
　 

未
来
へ
飛
躍
し
よ
う
！
」

　当委員会は 7 月、10 月例会（大博
覧会事業）では行政、地域と連携した
大きなイノベーション事業の展開を目
指し企画運営をしていきます。2 月卒
業例会では長年に渡り青年部で活動し
てくださった卒業生を厳かに気持ちよ
く送り出します。

地域活性委員会
椎野 託実委員長

「
地
域
の
活
性
が

　
　 

地
域
経
済
の一助
と
な
る
」

委員会紹介
&

令和4年度
年間スケジュール

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

12月

11月

1月

2月

3月

6月例会（渉外・リサーチ委員会）

9月例会（渉外・リサーチ委員会）

通常総会（総務・拡大委員会）

5月例会（創造委員会）

7月例会（地域活性委員会）

8月例会（総務・拡大委員会）

「日本商工会議所青年部
第42回 関東ブロック大会
蔵の街とちぎ大会」参加
（渉外・リサーチ委員会）

12月例会（創造委員会）

11月例会（渉外・リサーチ委員会）

10月例会（地域活性委員会）　

臨時総会・賀詞交歓会
（総務・拡大委員会）

「日本商工会議所青年部
第42回 全国大会
美の国あきた大会」参加
（総務・拡大委員会）

卒業例会（地域活性委員会）

納会（創造委員会）

R4年度・小田原箱根商工会議所青年部
年間スケジュール

4/21、箱根神社にて牧野会長率いる理事一同で
今年度の成功をご祈願してきました。

　
青
年
部
は
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
団
体
と
し
て

持
続
可
能
な
明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て
歩
み
出
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
、
挑
戦

す
る
事
を
、
祭
り
ご
と
（
政
）
と
し
ま
す
。

　
青
年
部
が
一
丸
と
な
り
、
地
域
の
経
済
的
発
展
の

支
え
と
な
る
祭
り
ご
と
（
政
）
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

会
員
の
積
極
的
な
活
動
を
促
し
、
私
た
ち
自
身
が
研

鑽
を
積
み
、
地
域
を
盛
り
上
げ
、
豊
か
で
住
み
よ
い
郷

土
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す
。

　
「
持
続
可
能
で
強
固
な
組
織
へ
向
か
っ
て
　
R
e 

s
t
a
r
t
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ま
し
た
。

組
織
が
持
続
可
能
と
な
る
た
め
に
は
新
た
な
仲
間
を

増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、
魅
力
あ
る
新
し
い
価
値
を
発

信
し
会
員
拡
大
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
強
固
な
組
織
と
な
る
よ
う
に
青
年
部
の
各
種
大
会

小田原箱根商工会議所青年部
令和4年度　組織図

令和4年4月1日現在

＿理　事
◎…………委員長
〇…………副委員長
＊…………令和4年度卒業生

直前会長
石塚　順一
相談役

＊大谷　真　　鈴木　大介

専務理事 ＿花岡 重徳

総務・拡大委員会
＿◎島田 武典
＿〇加藤 長治
＿〇釼持 将右
＿〇望月 建志

　綾部 学志
　池田 彩乃
　石塚 匡生
　岩田 貴利
　蛦美 幸浩
＊大谷 　真 
　金子 康寛
　小西 正泰
＊小松 秀樹
　小森 久司
　佐藤 克俊
　佐藤 信次

＊佐藤 憲正
　澤田 大佑
　杉山 雄一
＊長倉 芳則
　橋本 大幹
　橋本 欽央
　濱野和 裕也
　星崎 哲男
　森元 密嘉
　柳川 大輔
　頼朝 　淳

副会長 ＿稲葉 潤

創造委員会
＿＊◎青山 恵美
　＿〇椎野 実希
　＿〇瀬戸 広太
　＿〇森岡 　瞳

＊青野 哲也
　荒谷 英夫
　井上 　崇
　上野山 博之
　太田 祥子
　小関 康一
　神尾 繁昌
＊木村 哲也
　小玉 智武
　佐藤 　充
　澤田 勇太
　宍戸 勇介

　杉山 隆寛
　中里 高士
　野澤 昌直
　畠山 智也
　廣澤 勝也
　松本 芳幸
　南 　晃樹
　村井田 裕之
　若山 仁大

副会長 ＿＊松下 善彦

地域活性委員会
＿◎椎野 託実
＿〇岩瀬 忠輔
＿〇岩本 和紀
＿〇川瀬 正浩

＊青山 　節
　迹見 啓生
　池田 英貴
　石綿 秀規
　稲葉 　光
　大木 千卓
　金井 　篤
　神尾 隆晴
　北村 　健
　北村 徳宏
　嶋 　雄司
　杉﨑 尚人

　田中 泰州
　趙 　昶賢
　土屋 卓也
　中村 友亮
　中村 良子
　中山 良介
　額田 雅之
　野地 広志
　橋上 賢太
　三浦 千典
　矢野 　晃
　山田 敬介

副会長 ＿菊川 鉄也

渉外・リサーチ委員会
＿◎鈴木 　聖
＿〇有田 　司
＿〇亀山 樹生
＿〇松下 弘樹

　阿久津 大作
　石井 　良
　石塚 順一
　小澤 篤至
　金井 大典
　川瀨 豊洲
＊神戸 秀典
　後藤 健太郎
　小宮 啓輔
　佐藤 一貴
　志村 成則
　椙崎 晃久

　鈴木 大介
　高橋 　修
　髙畠 康敬
　田嶋 崇之
　天満 正俊
　西山 直樹
　福﨑 　武
　星 明日香
　三浦 卓也
＊吉竹 　敏

会長
＊牧野　澄世監事

石田　正法
野口　康英

令和4年度・小田原箱根商工会議所青年部

会長　牧野 澄世

会長挨拶の
誘
致
を
共
通
目
標
と
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
他
団
体
、
他
単
会
と
の
交
流
が
必
要

で
す
。
他
団
体
、
他
単
会
か
ら
学
び
、
結
束
を
高

め
な
が
ら
青
年
部
な
ら
で
は
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
育
み
、
青
年
部
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。
各
種
大
会
を
誘
致
す
る
に
は
、
結
束
力
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
1
1
0
人
を
超
え
る

会
員
一
人
ひ
と
り
が
会
の
柱
と
な
れ
る
よ
う
会

員
相
互
で
研
鑽
し
な
が
ら
交
流
で
き
る
よ
う
な

会
を
目
指
し
ま
す
。

　
青
年
部
設
立
以
来
、
女
性
と
し
て
初
の
会
長

職
を
お
預
か
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

諸
先
輩
方
よ
り
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
襷
を

受
け
止
め
、
青
年
部
を
発
展
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
小
田
原
箱
根
商
工

会
議
所
青
年
部
・
令
和
４
年
度
会
長
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和4年度スローガン
持続可能で強固な組織へ向かって

「Ｒｅ ｓｔａｒｔ」


